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〇池上義信監修、石沢進編集『新潟県植物分布図集第 

10集J (植物同好じねんじょ会、1989年12月、563頁、 

頒価 7,000円）

本図書については、当会報Na35, P13 (1989年 3月） 

にも紹介（笛川通博氏）されているが、今回の第10集で、 

計 1， 000種の分布図が完成したことになる。10年間をか 

けての事業である。分布図と、そのもとになった分布資 

料が克明に収載されており、将来の増補• 改訂も加えて、 

新潟県産植物の完璧な記録が目指されている。

このほど、第 1 集から通して見る機会をもったが、 

4000余べ-ジにわたる詳細な記録はまさに偉業というほ 

かはない。今までに取り挙げられた水草は約30種にすぎ 

ないが、今後、残りの種についても作業が進むことを期 

待したい。分布図集の詳しい内容については笹川氏の紹 

介にゆずり、ここでは巻末や余白に収録されている小論 

文や雑録の中から、水草に関するものをリストアップし

て お く （凡 例 ： 2 : 253 -> 第 2集253頁)。
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Comparative Shoot and Root Regeneration 

from Juvenile and Adult Aerial Leaf Explants 

of Variable-Leaf Milfoil(M . E. Kane & L. S. 

Albert)

若 齢 期 （栄養成長期）および成熟期（生殖成長期）の 

Myriophyllum heterophyllum (フサモの仲間）の気 

中葉に由来する外植体からの、シュ-卜と根の再生実験 

を試験管内で行った0 外植体は、サイトカイニン （ N6- 

ベンジルアミノプリン （ BA)、イソペンテニルアデニン 

(2iP)、ゼアチン （Z )) とオーキシン（ナフタレン酢酸 

(NAA)、インドール酢酸 （ IA A ))それぞれを0から20 

# モルの濃度で加えたガンボルグB 5培地で、28日間培
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